




























西暦年（邦暦）  学院 　 大学院 　 大学・短大 　 大妻・大妻多摩 中学・高校 　 中野・嵐山 中学・高校 

1908（明治41） 裁縫・手芸の家塾を開設（麴町区紀尾井町7番地、子爵大島久直大将邸内）（9/−）

1909（明治42） 山階宮家の官舎に移転（麴町区富士見町5丁目3番地）（12/−）

1910（明治43） 山階宮家の認可によって私塾を東京女子技芸教授所と命名（4/−）

1911（明治44）

1912
（明治45/大正元）

1913（大正2）

1914（大正3） 大妻技芸伝習所と改称（4/−）

1915（大正4）

1916（大正5）
私立大妻技芸伝習所の設立申請（麴町区長宛）（6/6）
大妻技芸伝習所調査（9/4）／東京府知事より私立大妻技芸伝習所の設立認可（各種学校）（9/14）／私立大妻技芸学校と改名申請（9/30）

1917（大正6）
私立大妻技芸学校の校名変更認可（各種学校）（2/7）／校地・校舎の拡張（麴町区上六番町7の現在の校地の北側の一画を購入）（2/−）
校訓「恥を知れ」・校歌制定（3/−）
現在地に移転（麴町区上六番町7）（4/16）

1918（大正7） 私立大妻幼稚園の設立認可（翌年3月廃園）（3/14）

1919（大正8）
文部大臣認可により私立大妻実科高等女学校を併設（4/16）
私立大妻技芸学校の裁縫部に夜学部の設置認可（12/27）

1920（大正9）

1921（大正10）
大妻技芸学校と校名改称（2/5）／大妻技芸学校に本科高等技芸科を増設（4/−）
大妻実科高等女学校を4年制の私立大妻高等女学校に組織変更（3/10）

1922（大正11）
大妻中等夜学校（各種学校）の設立認可（定員500名）／大妻技芸学校を実業学校（職業学校規定）に組織変更（本科定員1,100名）
新校舎落成（木造5階建、約2,409㎡）

1923（大正12）
関東大震災のため校舎焼失（9/1）／実践女学校・淑徳女学校・女子商業学校等の教室を借りて、分散授業を開始（9/7）
私立大妻高等女学校の廃止認可（実科を廃止して、本科のみの高等女学校令による大妻高等女学校となる）（12/28）

1924（大正13）
大妻技芸学校本科高等技芸科を高等技芸科と改称（3/31）／大妻技芸学校本科・技芸科・実業科に4年制高等女学校と同等の指定（3/−）
再建校舎落成（3/−）
大妻実科高等女学校の廃止認可（12/20）

1925（大正14） 大妻中等夜学校を廃止し、大妻技芸学校に技芸科第2部（夜間）を設置（高等女学校と同等と認定される）（4/−）

1926
（大正15/昭和元）

大妻技芸学校に高等家政科（修業年限3ケ年）を増設（1/27）
大妻技芸学校の本科技芸科を本科第1部と改称（4/−）／大妻技芸学校の技芸科第2部を本科第2部と改称（4/−）
設立10周年記念式典挙行（10/−）

1927（昭和2）

1928（昭和3） 大妻技芸学校の高等技芸科卒業生に中等教員裁縫科の無試験検定が認可（1/21）

1929（昭和4）
財団法人大妻学院認可（3/16）／大妻夫妻全財産を法人に寄付（5/5）
大妻技芸学校に家庭部新設（4/1）／大妻技芸学校・大妻高等女学校の設置者を財団法人に変更の認可（5/21）
東郷元帥来校講演（10/23）

1930（昭和5） 大妻技芸学校高等家政科・高等技芸科卒業者に対し、小学校専科正教員免許無試験検定認可（10/2）

1931（昭和6）
大妻技芸学校裁縫高等科・同第2部高等科卒業者に対し、小学校専科（裁縫科）教員免許無試験検定認可（3/25）
大妻技芸学校高等技芸科研究科卒業者に対し、中等教員刺繡編物免許無試験検定認可（5/9）

1932（昭和7） 大妻高等女学校、大妻技芸学校校舎増築の件認可（3階建5教室延353㎡）（6/22）

1933（昭和8） 大妻技芸学校高等技芸科研究科卒業生に中等教員編物科免許無試験検定認可（6/26）

1934（昭和9） 学校規則一部改正により、大妻技芸学校別科を選攻科と改称する（3/−）

1935（昭和10）
校舎新築に着手、鉄筋5階建（現在の大学千代田校舎）（4/−）
大妻技芸学校高等技芸科卒業者に中等教員刺繡科、高等家政科卒業者に中等教員家事科免許無試験検定認可（6/6）

1936（昭和11） 鉄筋校舎完成（落成式は昭和12年10月21日）（6/16）

1937（昭和12）
大妻高等女学校の修業年限を5年に変更（3/1）
鉄筋校舎落成式ならびに寄宿舎落成（校舎9,719㎡、寄宿舎828㎡、校地6,600㎡購入）（10/21）

1938（昭和13）

1939（昭和14） 大妻技芸学校本科第二部を大妻第二技芸学校本科に組織変更（2/25）

1940（昭和15） 大妻第二技芸学校専修科廃止、本科の他に別科、師範科、高等師範科を併設（8/23）

1941（昭和16）
牛込区加賀町柳田國男の宅地を建物とともに購入（3/−）／牛込区加賀町に第二寄宿舎竣工（現在の加賀寮所在地）（5/5）
創立25周年祝賀式挙行（11/20）

1942（昭和17） 大妻女子専門学校設立認可、大妻技芸学校高等科を吸収、家政科、技芸科及び家庭科を設置（3/31）／大妻女子専門学校に商経科の増設認可（11/9）

1943（昭和18） 大妻技芸学校を大妻高等女学校に併合（9/−）／大妻第二高等女学校の設置認可申請（9/10）

1944（昭和19）
大妻女子専門学校、育児科・保健科・被服科・経済科の4科となる（定員1,500名）（3/−）
学徒戦時勤労動員実施により、教員生徒は沖電気、日産自動車、偕行社軍服工場（校内）、海軍被服廠その他に動員される（4/−）

西暦年（邦暦）  学院 　 大学院 　 大学・短大 　 大妻・大妻多摩 中学・高校 　 中野・嵐山 中学・高校 

1908（明治41） 裁縫・手芸の家塾を開設（麴町区紀尾井町7番地、子爵大島久直大将邸内）（9/  ）

1909（明治42） 山階宮家の官舎に移転（麴町区富士見町5丁目3番地）（12/  ）

1910（明治43） 山階宮家の認可によって私塾を東京女子技芸教授所と命名（4/  ）

1911（明治44）

1912
（明治45/大正元）

1913（大正2）

1914（大正3） 大妻技芸伝習所と改称（4/  ）

1915（大正4）

1916（大正5）
私立大妻技芸伝習所の設立申請（麴町区長宛）（6/6）
大妻技芸伝習所調査（9/4）／東京府知事より立大妻技芸伝習所の設立認可（各種学校）（9/14）／私立大妻技芸学校と改名申請（9/30）

1917（大正6）
私立大妻技芸学校の校名変更認可（各種学校）（2/7）／校地・校舎の拡張（麴町区上6番町7、の現在の校地の北側の一画を購入）（2/  ）
校訓「恥を知れ」・校歌制定（3/  ）
現在地に移転（麴町区上6番町7）（4/16）

1918（大正7） 私立大妻幼稚園の設立認可（翌年3月廃園）（3/14）

1919（大正8）
文部大臣認可により私立大妻実科高等女学校を併設（4/16）
大妻技芸学校の裁縫部に夜学部の設置認可（12/27）

1920（大正9）

1921（大正10）
大妻技芸学校と校名改称（2/5）／大妻技芸学校に本科高等技芸科を増設（4/  ）
大妻実科高等女学校を4年制の私立大妻高等女学校に組織変更（3/10）

1922（大正11）
大妻中等夜学校（各種学校）の設立認可（定員500名）／大妻技芸学校を実業学校（職業学校規定）に組織変更（本科定員1,100名）
新校舎落成（木造5階建、約2409㎡）

1923（大正12）
関東大震災のため校舎焼失（9/1）／実践女学校・淑徳女学校・女子商業学校等の教室を借りて、分散授業を開始（9/7）
私立大妻高等女学校の廃止認可（実科を廃止して、本科のみの高等女学校令による大妻高等女学校となる）（12/28）

1924（大正13）
大妻技芸学校本科高等技芸科を高等技芸科と改称（3/31）／大妻技芸学校本科・技芸科・実業科に4年制高等女学校と同等の指定（3/  ）
再建校舎落成（3/  ）
私立大妻実科高等女学校の廃止認可（12/20）

1925（大正14） 大妻中等夜学校を廃止し、大妻技芸学校に技芸科第2部（夜間）を設置（高等女学校と同等と認定される）（4/  ）

1926
（大正15/昭和元）

大妻技芸学校に高等家政科（修業年限3ケ年）を増設（1/27）
大妻技芸学校の本科技芸科を本科第1部と改称（4/  ）／大妻技芸学校の技芸科第2部を本科第2部と改称（4/  ）
設立10周年記念式典挙行（10/  ）

1927（昭和2）

1928（昭和3） 大妻技芸学校の高等技芸科卒業生に中等教員裁縫科の無試験検定が認可（1/21）

1929（昭和4）
財団法人大妻学院認可（3/16）／大妻夫妻全財産を法人に寄付（5/5）
大妻技芸学校に家庭部新設（4/1）／大妻技芸学校・大妻高等学校の設置者を財団法人に変更の認可（5/21）
東郷元帥来校講演（10/23）

1930（昭和5） 大妻技芸学校高等家政科・高等技芸科卒業者に対し、小学校専科正教員免許無試験検定認可（10/2）

1931（昭和6）
大妻裁縫高等科・同第2部高等科卒業者に対し、小学校専科（裁縫科）教員免許無試験検定認可（3/25）
大妻高等技芸科研究科卒業者に対し、中等教員刺繡編物免許無試験検定認可（5/9）

1932（昭和7） 大妻高等女学校、技芸学校校舎増築の件認可（3階建5教室延353㎡）（6/22）

1933（昭和8） 大妻高等技芸科研究科卒業生に中等教員編物科免許無試験検定認可（6/26）

1934（昭和9） 学校規則一部改正により、技芸学校別科を選攻科と改称する（3/  ）

1935（昭和10）
校舎新築に着手、鉄筋5階建（現在の大学千代田校舎）（4/  ）
大妻高等技芸科卒業者に中等教員刺繡科、高等家政科卒業者に中等教員家事科免許無試験検定認可（6/6）

1936（昭和11） 鉄筋校舎完成（落成式は昭和12年10月21日）（6/16）

1937（昭和12）
大妻高等女学校の修業年限を5年に変更（3/1）
鉄筋校舎落成式ならびに寄宿舎落成（校舎9719㎡、寄宿舎828㎡、校地6600㎡購入）（10/21）

1938（昭和13）

1939（昭和14） 大妻技芸学校第二部を大妻第二技芸学校に組織変更（2/25）

1940（昭和15） 大妻第二技芸学校専修科廃止、本科の他に別科、師範科、高等師範科を併設（8/23）

1941（昭和16）
牛込区加賀町柳田國男の宅地を建物とともに購入（3/  ）／牛込区加賀町に第二寄宿舎竣工（現在加賀寮所在地）（5/5）
学校創立25周年祝賀式挙行（11/20）

1942（昭和17） 大妻女子専門学校設立認可、技芸学校高等科を吸収、家政科、技芸科及び家庭科を設置（3/31）／大妻女子専門学校に商経科の増設認可（11/9）

1943（昭和18） 大妻技芸学校を大妻高等女学校に併合（9/  ）／大妻第二高等女学校の設置認可申請（9/10）

1944（昭和19）
大妻女子専門学校、育児科・保健科・被服科・経済科の4科となる（定員1,500名）（3/  ）
学徒戦時勤労動員実施により、教員生徒は沖電気、日産自動車、偕行社軍服工場（校内）、海軍被服廠その他に動員される（4/  ）

大妻学院の歴史
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※日付が不明なものは「−（ハイフン）」で表記

西暦年（邦暦）  学院 　 大学院 　 大学・短大 　 大妻・大妻多摩 中学・高校 　 中野・嵐山 中学・高校 

1945（昭和20）
大妻女子専門学校卒業者に中等教員免許科目決定（1/26）
木造校舎全部、鉄筋校舎3階以上が焼失、第1寄宿舎も焼失（3/10）

1946（昭和21）
大妻技芸学校・大妻高等技芸学校本科・大妻第二技芸学校を廃止し、大妻高等女学校・大妻学院高等女学校（新設－夜間）に併合改組（5/1）
大妻技芸学校裁縫高等科を廃止、大妻女子専門学校に別科専修を設置（5/1）／大妻洋裁学院設置認可（5/31）

1947（昭和22）
大妻洋裁学院を大妻技芸学院と改称（3/28）／大妻女子専門学校経済科の生徒募集停止、第2部併設認可（5/14）
大妻中学校設置（4/1）

1948（昭和23）

大妻高等女学校・大妻学院高等女学校は卒業を待って廃止（3/10）／大妻学院高等女学校第1学年修了者は大妻学院中学校卒業として認可（3/23）
大妻女子専門学校育児科の生徒募集停止、被服科の募集定員変更（4/−）
講堂等、木造2階建竣工（8/30）
大妻高等学校設置認可（3/10）／大妻学院高等学校設置認可（3/10）

1949（昭和24）
大妻女子専門学校の生徒募集停止（3/25）／大妻女子大学家政学部被服学科・食物学科・家庭理学科・別科設置（3/25）
大妻高等学校設置（4/1）／大妻学院高等学校設置（4/1）

1950（昭和25）
大妻女子大学家政学部被服学科・食物学科を家政学科に統合（3/14）／大妻女子大学別科（被服科・食物科）附設（3/14）
大妻女子大学短期大学部家政科第一部・第二部設置（3/14）

1951（昭和26）
財団法人大妻学院を学校法人大妻学院に組織変更（2/21）
大妻女子専門学校を学制改革により廃止（3/31）

1952（昭和27）
元第1寄宿舎跡に中学校舎竣工（10/−）
短期大学部学生定員変更（2/20）

1953（昭和28）
大妻高等技芸学院を大妻高等技芸学校と改称（3/−）／大妻高等学校に家庭科併設（4/1）
新校旗、校歌制定（4/1）／創立45周年記念式典挙行（10/15）

1954（昭和29）
本館鉄筋コンクリート5階建増築（5/−）
家政学部家庭理学科廃止（5/29）

1955（昭和30）

1956（昭和31） 大妻中学校・高等学校新校舎第1期工事落成（9/20）

1957（昭和32）

1958（昭和33）
千葉県富津町臨海寮開設（7/1）
創立50周年記念式典挙行（11/11）
短期大学部家政科第一部学生定員変更（2/17）

1959（昭和34） 講堂等焼失（2/23）

1960（昭和35） 家政学部家政学科学生定員変更（2/15）

1961（昭和36） 大妻講堂竣工（2/22）／山梨県有地八ヶ岳山麓清里高原に寮設置のため借地（2/−）

1962（昭和37）

1963（昭和38）

1964（昭和39）
山梨県八ヶ岳山荘開設（8/1）
大妻高等学校家庭科廃止認可（4/1）／大妻中学校・高等学校、校舎第4期工事落成式計画（4/−）

1965（昭和40）
大妻学院高等学校廃校（3/31）／大妻高等技芸学校廃校（6/23）
大妻中学校・高等学校校舎増築完成（4/−）

1966（昭和41） 千代田校：大学新館竣工（11/−）／埼玉県入間市狭山台校地82,562㎡を購入（9/−）

1967（昭和42）

狭山台校：校舎（1号館）竣工（4/1）／大妻女子大学狭山台校開設（4/1）
文学部国文学科・英文学科､短期大学部国文科・英文科設置認可（1/23）／文学部国文学科・英文学科､短期大学部国文科・英文科設置（4/1）
家政学部家政学科を専攻分離し家政学専攻・管理栄養士専攻設置認可、管理栄養士養成施設認定（12/22）
家政学部被服学科・児童学科設置認可、家政学部家政学科を食物学科に名称変更、家政学部家政学専攻を食物学専攻に名称変更の認可（12/28）
短期大学部家政科第一部を専攻分離し家政専攻・食物栄養専攻設置認可（12/28）

1968（昭和43）

狭山台校：校舎（2号館）竣工（4/−）
大妻学院創立60周年記念式典挙行（10/30日本武道館）
家政学部被服学科・食物学科（食物学専攻・管理栄養士専攻）・児童学科設置（4/1）
短期大学部家政科家政専攻・食物栄養専攻設置（4/1）

1969（昭和44）
大妻女子大学加賀寮竣工（2/−）
家政学部食物学科食物学専攻学生定員変更認可（1/6）
大妻女子大学別科第二部廃止（3/31）

1970（昭和45）
大妻コタカ逝去（享年85歳）（1/3）／大妻コタカ学院葬（1/13大妻講堂）
千代田校：図書館棟（鉄筋コンクリート造、地上8階、地下2階建）新築完成（8/1）／大妻学院本館竣工（9/19）
家政学部児童学科に児童学専攻・児童教育学専攻を設置及び学生定員変更（1/12）

1971（昭和46） 大妻女子大学中野女子高等学校、大妻女子大学嵐山高等学校が大妻女子大学傘下に入る（4/1）

1972（昭和47）

加賀寮第6期工事（鉄筋コンクリート造、地上4階、地下1階建）竣工全計画を完了（3/1）
千代田校：大妻記念会館竣工（4/28）／狭山台校：体育館竣工（10/−）
大学院家政学研究科食物学専攻（修士）、文学研究科国文学専攻（修士）・英文学専攻（修士）設置認可（3/30）
大学院家政学研究科食物学専攻（修士）、文学研究科国文学専攻（修士）・英文学専攻（修士）設置（4/1）

1973（昭和48） 家政学部児童学科に児童臨床相談室を設置（7/1）

1974（昭和49）
短期大学部家政科食物栄養学専攻、内容変更承認（1/31）
家政学部食物学科管理栄養士専攻内容変更承認（3/20）

1975（昭和50） 家政学部別科第一部廃止（3/12）

1976（昭和51）
狭山台校：寮管理棟・食堂棟竣工（8/−）
短期大学部学生入学定員変更認可（家政学第1部家政専攻400名・国文科200名・英文科200名）（2/28）

1977（昭和52）
狭山台校：学生寮（1・2号棟）竣工（8/−）
大学院家政学研究科児童学専攻（修士）設置認可（3/30）／大学院家政学研究科児童学専攻（修士）設置（4/1）
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1945（昭和20）
大妻女子専門学校卒業者に中等教員免許科目決定（1/26）
木造校舎全部、鉄筋校舎3階以上が焼失、第1寄宿舎も焼失（3/10）

1946（昭和21）
大妻技芸学校・大妻高等技芸学校本科・大妻第二技芸学校廃止し、大妻高等女学校・大妻学院高等女学校（新設－夜間）に併合改組（5/1）
技芸学校裁縫高等科を廃止、専門学校に別科専修を設置（5/1）／大妻洋裁学院設置認可（5/31）

1947（昭和22）
大妻洋裁学院を大妻技芸学院と改称（3/28）／専門学校経済科の生徒募集停止、第2部併設認可（5/14）
大妻中学校設置（4/1）

1948（昭和23）

大妻高等女学校・大妻学院高等女学校は卒業を待って廃止（3/10）／大妻学院高等女学校第1学年修了者は
専門学校育児科の生徒募集停止、被服科の募集定員変更（4/  ）
講堂等、木造2階建竣工（8/30）
大妻高等学校・大妻学院高等学校設置認可（3/10）

1949（昭和24）
専門学校の生徒募集停止（3/25）／大妻女子大学家政学部被服学科・食物学科・家庭理学科・別科設置（3/25）
大妻高等学校・大妻学院高等学校設置（4/1）

1950（昭和25）
大妻女子大学家政学部被服学科・食物学科を家政学科に統合（3/14）／大妻女子大学別科（被服科・食物科）附設（3/14or4/1）
大妻女子大学短期大学部家政科第一部・第二部設置（3/14）

1951（昭和26）
財団法人大妻学院を学校法人大妻学院に組織変更（2/21）
大妻女子専門学校を学制改革により廃止（3/31）

1952（昭和27）
元第1寄宿舎跡に中学校舎竣工（10/  ）
短期大学部学生定員変更（2/20）

1953（昭和28）
大妻高等技芸学院を大妻高等技芸学校と改称（3/  ）／大妻高等学校に家庭科併設（4/1）
新校旗、校歌制定（4/1）／創立45周年記念式典を挙行（10/15）

1954（昭和29）
本館鉄筋コンクリート5階建増築（5/  ）
家政学部家庭理学科廃止（5/29）

1955（昭和30）

1956（昭和31） 大妻中学校・高等学校新校舎第1期工事落成（9/20）

1957（昭和32）

1958（昭和33）
千葉県富津町臨海寮開設（7/1）
創立50周年記念式典を挙行（11/11）
短期大学部家政科第一部学生定員変更（2/17）

1959（昭和34） 講堂等焼失（2/23）

1960（昭和35） 家政学部家政学科学生定員変更（2/15）

1961（昭和36） 大妻講堂竣工（2/22）／山梨県有地八ッ岳山麓清里高原に寮設置のため借地（2/  ）

1962（昭和37）

1963（昭和38）

1964（昭和39）
山梨県八ヶ岳山荘開設（8/1）
大妻高等学校家庭科廃止認可（4/1）／大妻中学校・高等学校、校舎第4期工事落成式計画（4/  ）

1965（昭和40）
大妻学院高等学校廃校（3/31）／大妻高等技芸学校廃校（6/23）
大妻中学校・高等学校、校舎増築完成（4/  ）

1966（昭和41） 千代田校：大学新館竣工（11/  ）／埼玉県入間市狭山台校地82562㎡を購入（9/  ）

1967（昭和42）

狭山台校：校舎（1号館）竣工（4/1）／狭山台校開設（4/1）
文学部国文学科・英文学科､短期大学部国文科・英文科設置認可（1/23）／文学部国文学科・英文学科､短期大学
家政学部家政学科を専攻分離し家政学専攻・管理栄養士専攻設置認可、管理栄養士養成施設認定（12/22）
家政学部被服学科・児童学科設置認可、家政学部家政学科を食物学科に名称変更、家政学部家政学専攻を食物学専攻
短期大学部家政科第一部を専攻分離し家政専攻・食物栄養専攻設置認可（12/28）

1968（昭和43）

家政学部被服学科・食物学科（食物学専攻・管理栄養士専攻）・児童学科設置（4/1）
狭山台校：校舎（2号館）竣工（4/  ）
短期大学部家政科家政専攻・食物栄養専攻設置（4/1）
大妻学院創立60周年記念式典挙行（10/30日本武道館）

1969（昭和44）
大妻女子大学加賀寮竣工（2/  ）
家政学部食物学科食物学専攻学生定員変更認可（1/6）
大妻女子大学別科第二部廃止（3/31）

1970（昭和45）
大妻コタカ逝去（享年85歳）（1/3）／大妻コタカ学院葬（1/13大妻講堂）
千代田校：図書館棟（鉄筋コンクリート造、地上8階、地下2建階）新築完成（8/1）／大妻学院本館竣工（9/19）
家政学部児童学科に児童学専攻・児童教育学専攻を設置及び学生定員変更（1/12）

1971（昭和46） 大妻女子大学中野女子高等学校、大妻女子大学嵐山高等学校が大妻女子大学傘下に入る（4/1）

1972（昭和47）

加賀寮第6期工事（鉄筋コンクリート造、地上4階、地下1階建）竣工全計画を完了（3/1）
千代田校：大妻記念会館竣工（4/28）／狭山台校：体育館竣工（10/  ）
大学院家政学研究科食物学専攻（修士）、文学研究科国文学専攻（修士）・英文学専攻（修士）設置認可（3/30）
大学院家政学研究科食物学専攻（修士）、文学研究科国文学専攻（修士）・英文学専攻（修士）設置（4/1）

1973（昭和48） 家政学部児童学科に児童臨床相談室を設置（7/1）

1974（昭和49）
短期大学部家政科食物栄養学専攻、内容変更承認（1/31）
大妻女子大学家政学部食物学科管理栄養土専攻内容変更承認（3/20）

1975（昭和50） 家政学部別科第一部廃止（3/12）

1976（昭和51）
狭山台校：寮管理棟・食堂棟竣工（8/  ）
短期大学部学生入学定員変更認可（家政学第1部家政専攻400名・国文科200名・英文科200名）（2/28）
大妻女子大学学生定員変更認可（被服学科100名・食物学科食物学専攻50名・児童学科児童学専攻40名・同児童教育専攻60名・

1977（昭和52）
狭山台校：学生寮（1・2号棟）竣工（8/  ）
大学院家政学研究科児童学専攻（修士）設置認可（3/30）／大学院家政学研究科児童学専攻（修士）設置（4/1）

家政学部及び文学部学生定員変更認可（被服学科100名・食物学科食物学専攻50名・児童学科児童学専攻40名・同児童教育専攻60名・国文学科100名・英文学科100名）（2/28）
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1978（昭和53）
狭山台校：1号館増築部分竣工（3/−）／大妻中学校・高等学校第2グラウンド隣接地買収（9/30）
大妻学院創立70周年記念式典挙行（10/16日本武道館）

1979（昭和54） 狭山台校：学生寮（3号棟）竣工（3/−）

1980（昭和55）
大学院家政学研究科被服学専攻（修士）設置認可（3/26）／大学院家政学研究科被服学専攻（修士）設置（4/1）
大妻中学校・高等学校芸術棟増築完成（7/1）

1981（昭和56） 人間生活科学研究所設置（4/1）

1982（昭和57）
狭山台校：人間生活科学研究所棟竣工（3/20）
大学院家政学研究科被服環境学専攻（博士）設置認可（3/17）／大学院家政学研究科被服環境学専攻（博士）設置（4/1）

1983（昭和58） 狭山台校：保存書庫棟竣工（5/30）

1984（昭和59）

1985（昭和60）
大妻講堂解体（12/−）／大妻講堂解体を皮切りに順次大学校舎の全面改築工事開始
視聴覚教育センターを情報処理･視聴覚教育センターに名称変更（4/1）
短期大学部各科期間を付した臨時定員増認可（12/25）

1986（昭和61）
千代田校：大妻学院体育館竣工（3/17）／多摩ニュータウン唐木田地区土地（10.26ha）住宅・都市整備公団より購入（7/2）
短期大学部各科期間を付した臨時定員増（4/1）

1987（昭和62）
多摩校を整備し建築着工（短大講義棟、図書館棟、体育館、高校校舎、大妻文化センター）（3/1）／千代田校：大学校舎（A棟）竣工（6/8）
短期大学部生活科・日本文学科・実務英語科設置認可（12/23）
大妻高等学校収容定員変更認可（11/2）

1988（昭和63）
多摩校：短期大学部棟、図書館棟、体育館棟、文化センター、高校校舎竣工（3/16）／大妻多摩校開学記念式典挙行（5/28大妻多摩体育館）
短期大学部生活科・日本文学科・実務英語科設置（4/1）
大妻多摩高等学校設置認可（3/15）／大妻多摩高等学校設置（4/1）

1989
（昭和64/平成元）

千代田校：大学校舎（B棟）竣工（2/28）
大妻学院創立80周年記念式典挙行（10/2日本武道館）

1990（平成2）

千代田校：大学校舎（C棟）竣工（8/31）
大学・短期大学部を分離（4/1）／保健室及び学生相談室を改組し健康センター設置（4/1）
短期大学部生活科・日本文学科・実務英語科期間を付した臨時定員増認可（12/21）
大妻高等学校募集停止6年完全一貫校に（4/1）

1991（平成3）
短期大学部生活科・日本文学科・実務英語科期間を付した臨時定員増（4/1）
社会情報学部社会情報学科設置認可（12/20）

1992（平成4）

多摩校：社会情報学部棟竣工（2/29）／社会情報学部開学式記念式典挙行（5/16大妻多摩体育館）
千代田区三番町5番地4不動産購入（土地113.26㎡建物延べ面積427.69㎡）［大妻学院別館］（3/27）
千葉県富津市臨海寮廃寮（3/31）
狭山台校：学生会館竣工（8/31）／千代田校：大妻講堂、大学校舎（D棟）竣工（12/5）
社会情報学部社会情報学科（社会生活情報学専攻・社会環境情報学専攻・社会情報処理学専攻）設置（4/1）／家政学部に児童臨床研究センター設置（4/1）

1993（平成5）

「創立者大妻コタカ」ブロンズ立像大妻講堂ロビー設置（大妻コタカ記念会寄贈）（3/17）
千代田校：大学校舎並びに講堂完成披露式典挙行（11/13大妻講堂）
情報処理･視聴覚教育センターを改組し情報処理教育センター及び教育工学開発室設置（4/1）
大妻多摩中学校設置認可（9/16）

1994（平成6）
多摩校：食堂増築棟竣工（3/25）
大妻多摩中学校設置（4/1）

1995（平成7）
大学院社会情報研究科社会生活情報専攻（修士）設置、大学院文学研究科国文学専攻（博士）・英文学専攻（博士）設置認可（12/22）
大学院家政学研究科被服環境学専攻（博士）を家政学研究科人間生活学専攻（博士）に変更・改組認可（12/22）

1996（平成8）

狭山台校：図書館棟・守衛所棟竣工（4/15）
大学院文学研究科国文学専攻（博士）・英文学専攻（博士）及び社会情報研究科社会生活情報専攻（修士）設置（4/1）
大学院家政学研究科被服環境学専攻（博士）を家政学研究科人間生活学専攻（博士）に名称変更・改組（4/1）
大妻多摩中学校・高等学校「クラウンホール」竣工（4/5）
大妻中学校・高等学校校舎耐震補強工事完了（9/2）

1997（平成9）
大学院家政学研究科被服環境学専攻博士（後期）課程廃止（3/31）
大妻多摩中学校・高等学校創立10周年記念式典挙行（9/21）

1998（平成10）

多摩校：人間関係学部棟竣工（9/30）
大妻学院創立90周年記念式典挙行（11/20東京国際フォーラム）
文学部国文学科を日本文学科に名称変更（4/1）
人間関係学部人間関係学科・人間福祉学科、比較文化学部比較文化学科設置認可（12/22）／社会情報学部社会情報学科定員増の変更認可（12/22）

1999（平成11）

多摩校：学生会館竣工（6/30）／人間関係学部・比較文化学部開学記念式典挙行（11/6多摩校学生会館3階大講義室）
人間関係学部人間関係学科・人間福祉学科、比較文化学部比較文化学科設置（4/1）
社会情報学部社会情報学科定員増（4/1）
文学部に草稿・テキスト研究所設置（4/1）
短期大学部期間を付した臨時定員増の延長認可（7/28）
大妻多摩高等学校募集停止6年完全一貫校に（4/1）

2000（平成12）

多摩校：短期大学部（生活科・日本文学科・実務英語科）閉校に伴うお別れ会挙行（1/22多摩校学生会館3階大講義室）
多摩校：比較文化学部棟（旧短期大学部棟）改修工事及び図書館棟改修拡張工事完了（9/20）
短期大学部期間を付した臨時定員増の延長（4/1）
大妻女子大学生活科学資料館設置（10/20）

2001（平成13）

短期大学部生活科・日本文学科・実務英語科廃止（3/31）
情報処理教育センターと教育工学開発室を合併し情報メディアセンターに改組（4/1）
家政学部ライフデザイン学科、文学部コミュニケーション文化学科設置認可（5/29）
短期大学部期間を付した収容定員変更認可（5/29）
大妻中学校・高等学校校舎全面改築工事開始／校舎増改築のため大妻高校千代田区神田東松下町（旧千桜小学校）へ仮移転（千桜校舎）（10/20）

2002（平成14）

大妻コタカ甲山町名誉町民章を授与（5/18）
千代田区三番町5番地36不動産購入（土地119.82㎡建物延べ面積394.18㎡）［大妻学院別館2］（5/31）
大学院人間関係学研究科社会学専攻（修士）・臨床社会心理学専攻（修士）設置認可（12/19）
短期大学部期間を付した収容定員変更（4/1）
家政学部ライフデザイン学科、文学部コミュニケーション文化学科設置（4/1）
大妻中学校収容定員変更（900名→840名）（10/4）／大妻多摩中学校収容定員変更（360名→420名）（9/30）
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2003（平成15）

千代田校：大妻女子大学図書館棟竣工（1/20）
大学院人間関係学研究科社会学専攻（修士）・臨床社会心理学専攻（修士）設置（4/1）
短期大学部家政科第二部廃止（3/31）／短期大学部家政科第一部専攻課程間の期間を付した収容定員変更認可（5/9）
大妻女子大学心理相談センター開設（4/1）
家政学部・文学部2年次の履修地が狭山台校から千代田校に変更（4/1）
大妻中学校・高等学校第一期工事校舎竣工（12/20）／大妻多摩中学校・高等学校増築棟竣工（8/29）

2004（平成16）
清里山荘解体、借地を山梨県に返還（3/31）
大学院人間関係学研究科臨床社会心理学専攻（修士）を臨床心理学専攻（修士）に名称変更認可（10/27）
短期大学部家政科第一部専攻課程の期間を付した収容定員変更（4/1）

2005（平成17）
大学院人間関係学研究科臨床社会心理学専攻（修士）を臨床心理学専攻（修士）に名称変更（4/1）
大妻中学校・高等学校第二期工事体育館竣工（3/20）／校舎竣工式挙行（7/2）

2006（平成18）

千代田区三番町8番地7ほか不動産購入（土地3,130.66㎡建物延べ面積16,203.38㎡）（2/20）
大妻学院収益事業を開始（2/20）／大妻学院100％出資会社｢（株）大妻サポート｣設立（6/1）
健康センター学生相談部門が独立し学生相談センターを開設（10/1）／生活科学資料館を大学・短大の附属施設に改組（12/19）
大妻高等学校収容定員変更（900名→840名）（4/1）／大妻多摩高等学校収容定員変更（360名→420名）（4/1）

2007（平成19）

2008（平成20）

大妻学院のミッションと経営指針～創立100周年を迎え共に取り組むために～発表（9/24）
「創立者大妻コタカ」胸像多摩キャンパス学園通りに設置（大妻コタカ記念会寄贈）（10/15）

大妻学院創立100周年記念式典挙行（11/7東京国際フォーラム）
大妻女子大学・大妻女子大学短期大学部機関別認証評価大学基準適合の認定（大学評価・学位授与機構）（3/27）
人間生活科学研究所を人間生活文化研究所に改組（4/1）／図書館と情報メディアセンターを合併し総合情報センターに改組（4/1）
大妻多摩中学校・高等学校増築棟竣工（3/20）

2009（平成21）

社会情報学部社会情報学科社会環境情報学専攻を環境情報学専攻、社会情報処理学専攻を情報デザイン専攻、人間関係学部人間関係学科社会心理学専
攻を社会・臨床心理学専攻に名称変更（4/1）
多摩市立子育て総合センター業務受託開始（10/1）
大妻多摩中学校・高等学校創立20周年記念式典挙行（5/2）
大妻中学校・高等学校及び大妻多摩中学校・高等学校専任教員の国内・国外研修の制定（実施は平成22年度から）（7/28）

2010（平成22）
加賀寮フェンスに「柳田國男旧居跡」説明板設置（11/4）
大学院家政学研究科、文学研究科、社会情報研究科、人間関係学研究科を統合改組し人間文化研究科を設置（4/1）

2011（平成23）

千代田校：大妻学院本館（E棟）建築のため建物解体（6/−）
大学院社会情報研究科を廃止（3/31）
生活科学資料館が博物館相当施設として指定（東京都教育委員会）（2/21）
キャリア教育センター・教職総合支援センター設置（4/1）
短期大学部家政科入学定員減及び短期大学部家政科生活総合ビジネス専攻設置（4/1）

2012（平成24）

世田谷区北烏山4-1395-2不動産購入（土地4,001.95㎡建物延べ面積4,484.7㎡購入）［大妻久我山寮］（3/19）／大妻久我山寮開寮（4/1）
大妻記念会館全面改築に伴い「大妻コタカ居室」大妻女子大学博物館へ移設工事完了（4/17）
学校法人大妻学院と学校法人誠美学園の合併認可（10/31）
大学院文学研究科・人間関係学研究科を廃止（3/31）
生活科学資料館を大妻女子大学博物館に名称変更（4/1）
大学専任教員サバティカルを制定（実施は平成26年度から）（5/28）

2013（平成25）

千代田校：大妻学院本館（Ｅ棟Ⅰ期工事分）竣工（3/7）／大妻良馬・コタカ遷座祭［大妻記念会館から本館E棟12階へ］（3/11）
学校法人大妻学院が学校法人誠美学園を吸収合併（存続学校法人は大妻学院）（4/1）
千代田校：大妻学院本館・記念会館・別館・別館2及び大妻女子大学加賀寮解体（4/−）
大妻女子大学加賀寮閉寮（3/31）／加賀寮隣接地市谷加賀町2丁目24番8、9、10不動産購入（土地192.84㎡） （12/5）
短期大学部家政科家政専攻・国文科・英文科入学定員減（4/1）
家政学部・文学部・社会情報学部・人間関係学部・比較文化学部3年次編入学定員の制定（4/1）
地域連携推進センター・国際センター設置（4/1）
大妻女子大学教育推進機構発足（4/1）／大妻女子大学教員評価開始（4/1）
大妻中野中学校・高等学校新館（2号館）竣工（3/1）・新館竣工式挙行（10/5）

2014（平成26）

千代田校：大妻女子大学別館（Ｊ棟）竣工（2/28）／大妻学院本館（Ｆ棟Ⅱ期工事分）竣工（9/2）／大妻学院本館（E棟･F棟）竣工式挙行（10/11）
千代田校：大妻学院体育館解体及び大学校舎（G棟）建築着工（10/1）
大学院人間文化研究科言語学専攻（博士）に国際文化専修を増設（4/1）
多摩市立子育て総合センター業務受託終了（3/31）
大妻多摩中学校・高等学校図書館棟増築着工（9/−）
大妻嵐山中学校・高等学校多目的広場内嵐山町所有不動産購入（土地50㎡）（7/31）

2015（平成27）

大妻加賀寮竣工（2/16）／大妻加賀寮竣工式挙行（3/8）／大妻加賀寮開寮（4/1）
千代田区三番町8番地4宅地購入（土地91㎡）（3/4）
大妻女子大学狭山台校閉校式挙行（3/7）／大妻女子大学狭山台校閉校（3/31）
大学院家政学研究科を廃止（3/31）
大妻女子大学短期大学部機関別認証評価大学基準適合の認定（短期大学基準協会）（3/13）
大妻女子大学機関別認証評価大学基準適合の認定（大学評価・学位授与機構）（3/26）
家政学部・文学部履修地全学年千代田校に変更（4/1）
家政学部食物学科食物学専攻入学定員増（4/1）
短期大学部家政科家政専攻、食物栄養専攻、国文科、英文科入学定員減（4/1）

2016（平成28）

狭山台校：テニスコートほか飛び地を含む土地売却（土地26,560.00㎡）（2/24）
千代田区三番町28番地1不動産購入（土地1,481.67㎡）（5/31）／千代田校：大学校舎（Ｈ棟）竣工（5/31）
比較文化学部1年次の履修地が多摩校から千代田校に変更（4/1）
管理栄養士スキルアップセンター設立（7/14）

2017（平成29）

千代田校：大学校舎（G棟）竣工（2/15）／大学校舎（G棟･H棟）竣工式挙行（3/28）
狭山台校：道路拡張のため土地を入間市へ寄贈（土地264.00㎡）（5/8）、校地校舎売却（土地83,138.00㎡建物延べ面積25,060.33㎡）（6/30）
広島県世羅町にある「大妻コタカ生家」の保存管理維持を熊田家から一般財団法人大妻コタカ記念会に移譲（10/−）
大妻女子大学博物館に大妻コタカ・良馬研究所を開設（4/1）／英語教育研究所設立（4/1）
社会情報学部1年次及び比較文化学部全学年の履修地が多摩校から千代田校に変更（4/1）
家政学部（食物学科・児童学科児童学専攻を除く）・文学部・比較文化学部入学定員増（4/1）

2018（平成30）
千代田区三番町5番地40、41 不動産購入（土地346.78㎡建物延べ面積1,571.11㎡）（2/28）／千代田校：大学校舎（K棟・部室、茶室ほか）竣工（3/1）
社会情報学部全学年の履修地が多摩校から千代田校に変更（4/1）
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